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Abstract

This report deals Ⅵrith experiences of rnake of textbooks fOr CAD education in our depart‐

ment of mechanical engineering  Using CP【 D apparatuses,our third― year students learn draⅥァ‐

ing of an easy mechanical part in the subject of experilnents in mechanical engineering, and

dra、 ving of a gear for a hand ttrintch designed by each student in the subject of rnachine design

and draⅥ五ng II. In the former subject,the students use the textbook覇 ァhich is a prirner of CAD

having the object that they are used to CAD operating  Questionnaire suⅣ eys瓢/ere caコ ried out

about、Thether this textbook、 vas easy to use or not to the students made use of the textbook

Contents of the textbook、vere improved、 vith reference to the result of the suA′ ey etc..

1。 ま え が き
経過と評価などについて述べる。

CAD教育は各大学などで急速に普及しつつ

あるが
1～0,CAD教 育の内容をどうするかとい

うことについてはほとんどの学校が手さぐり状

態のようであるD。

八戸工業大学機械工学料では,昭和 62年

(1987年 )9月 から,パ ソコン 4台などで構成さ

れる CAD装置を用いて,機械工学実験の授業
(3年次)の一題 日として CAD教育を開始した。
その内容は簡単な機械部品の製図である。更に

昭和 63年 (1988年 )7月 からは,機械設計製図
Hの授業 (3年次)においてもCAD教育を開始
し,「機械工学実験」で習得した CAD操作の技
術を前提に手巻ウインチ用歯車の図面を描かせ

ている。

本報告では,「機械工学実験」で使用している

CADテ キス トの作成経過,テキス ト利用者に対
するアンケート調査結果,及びテキス ト改訂の
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2.CAD教 育の概要

2.l CAD教育の目的

機械系学科を持つ全国の国公私立大学,短大 ,

高専対象のアンケート調査0によれば,CAD教
育のねらいについて

(a)CAD技 術・ システムの概要の理解
(b)CADシ ステムの操作と使用の体験
(C)CADシ ステムを用いた設計能力の養成
の三つが重視されている。また現実に教育して

いる内容は

(a)CAD技術・システムの概要の解説
(b)自 動製図・作図の体験

が主である。本学科でもCADを体験させるこ

とを目的として CAD教育をスタートさせた。

2。 2 CAD教育の内容

(1)機械工学実験での教育内容

当初 (昭和 62年 9月 )は約 110名 の学生を
12～ 14名 ずつ 8班に分け,それぞれの班に対し

て 2コ マ正味 3時間の授業を行った。従ってパ
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